
 
 

 
 

＜ニュースリリース＞ 
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報道関係者各位 

オーシャン・アウトカムズ 

株式会社シーフードレガシー 

GR​ ​Japan株式会社 

　​　オーシャン・アウトカムズ（以下、O2）、株式会社シーフードレガシー、GR​ ​Japan株式会社は、O2の

委託によって行った最新の調査​「日本への違法・無報告水産物の輸入量推計」（Estimates​ ​of​ ​illegal​ ​and 

unreported​ ​seafood​ ​imports​ ​to​ ​Japan）​​ ​​で、2015年に日本へ輸入された天然水産物のうち24〜36%は違法又

は無報告漁業によって漁獲されたものであるとの推計結果を受けて、違法・無報告・無規制（IUU）漁業対策

のために今後必要な取組みとして、 

以下の通り共同で意見を表明致します。 

 

　日本は、2017年6月に違法漁業防止寄港国措置協定に加入し、同協定に基づきIUU漁業に従事したとの十分

な証拠を有する漁船の国内への入港拒否、IUU漁業に従事した疑いのある船舶の検査を実施するなどの取組み

を進めています。 

 

　しかしながら、主な輸入経路であるコンテナ船などによって日本に輸入される水産物については、クロマ

グロなど一部の魚種を除いてIUU水産物の輸入を防止するための措置が十分に講じられていません。このた

め、日本への輸入水産物においてはIUU漁業に由来するリスクが高く、これによって合法的な漁業活動を行っ

ている日本の漁業者が不当な競争にさらされることが懸念されます。 

 

　また、近年、欧米ではIUU漁業に由来する水産物の輸入を禁止する制度を制定しており、欧米に輸出するこ

とができない水産物が日本に流入するリスクも生じています。 

 

　これらの状況を踏まえ、私たちは、世界第3位の水産物の輸入市場である日本がIUU水産物の輸入を防止す

るために、以下の取組みを行うことが重要と考えます。 

 

● 日本へのIUU水産物の流入リスクについて更に調査を進めること。 

● IUU漁業由来の水産物が輸入され、市場に流通することを防止するために、輸入時に水産物の漁獲地

と合法性を証明するための主要データが報告・検証される制度の構築を検討すること。こうした制度

の運用に際しては、国際的なベストプラクティスに対応するために各国との連携を図ること。 

● 国産水産物については、水産物の漁獲情報や流通の履歴が記録・報告される制度の構築を検討するこ

と。 

● FAO（国連食糧農業機関）及び地域漁業管理機関の枠組み等を通じた国際的なIUU漁業対策の取組み

を更に進めること。 
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https://authors.elsevier.com/sd/article/S0308597X17300817
https://authors.elsevier.com/sd/article/S0308597X17300817


 

O2、シーフードレガシー、GR​ ​Japanは、今後も持続可能な漁業を目指し、IUU漁業の課題や対策に関する

啓発 

及び提言を行ってまいります。 

【「日本への違法・無報告水産物の輸入量推計」概要から抜粋】 

（2017年7月発行​ ​海洋政策国際学術誌「マリン・ポリシー」掲載） 

　著者：Ganapathiraju​ ​Pramod,​ ​Tony​ ​J.​ ​Pitcher,​ ​Gopikrishna​ ​Mantha 
 

● 2015年に日本へ輸入された天然水産物のうち24〜36%は違法又は無報告漁業によって漁獲されたも

のであると推計された。金額にしておおよそ16〜24億米ドル（日本円でおおよそ1800〜2700億円ほ

どに及ぶ）。 

● これは2014年に発表された米国の輸入水産物の違法・無報告漁業の割合（重量の20〜32%）の推計

と肩を並べる。 

● 輸入量でみると、中国から輸入されるイカ及びコウイカが違法・無報告漁業によって漁獲された量が

最も多かった（推計で26,950トン〜42,350トン。中国からのイカ及びコウイカ輸入量のうち35〜
55%）。 

● 違法・無報告の割合でみると、中国から輸入されるウナギがもっとも高く、45〜75%を占めた。 

 

調査報告の概要（日本語）は、こちら⇒​http://www.oceanoutcomes.org/jp/news/ 
調査報告の全文（英文のみ）は、こちら⇒​https://authors.elsevier.com/sd/article/S0308597X17300817 
 

■オーシャン・アウトカムズ（O2）について 

　オーシャン・アウトカムズ（O2）は、漁業の持続可能性の向上にむけて地域コミュニティや漁業者、そして水産関連

企業と協働し、次世代につながる豊富な水産資源と地域社会の繁栄を目標に活動する団体。（

http://www.oceanoutcomes.org/jp/​） 

持続可能な漁業を目指す漁業関係者に対し、科学的なアドバイスや専門知識、そして市場との繋がりを提供することによ

り、各漁業が持続可能で環境に優しい漁業に近づけるようサポート。 

 

■株式会社シーフードレガシーについて 

　シーフードレガシーは、社会と海とのつながりを象徴する水産物（シーフード）を、豊かな状態で未来世代に継いでい

きたい（レガシー）という想いのもと、社会ービジネスー生態系におけるサステナビリティの実現のため、国内外の水産

関連企業やNGOをサポートし、両者を戦略的にネットワークし、多くの海外事例に学びつつ日本のビジネスに適した解

決策を形にする、コンサルティング/プラットフォーム組織。（​www.seafoodlegacy.com​） 

 

■GR​ ​Japan株式会社について 

　GR​ ​Japan株式会社は、政策分析及び立案を専門とする公共政策アドバイザリー会社。（​http://grjapan.jp/​） 

海洋環境の分野では、水産物の透明性・持続可能性の確保を目的として、国内外の関係NGOと共に、特にIUU漁業の課題

や対策に関する啓発及び提言を行う。2016年11月に違法漁業対策に関する​国際シンポジウム​を主催。2017年5月には水産

物の透明性と持続可能性に関する​国際シンポジウム​の事務局を務める。 
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http://www.seafoodlegacy.com/
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https://www.iuu-seminar.com/
https://authors.elsevier.com/sd/article/S0308597X17300817
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https://www.waseda.jp/inst/oris/news/2017/02/28/2022/
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